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今
年
の
一
月
下
旬
に
、
立
憲
民
主
党
の
菅
直
人
元

首
相
が
日
本
維
新
の
会
を
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
ヒ
ト

ラ
ー
に
例
え
た
発
言
を
し
た
こ
と
が
話
題
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
対
す
る
日
本
維
新
の
会
の
反
応
は
や
や

過
剰
気
味
に
も
思
わ
れ
た
が
、
理
解
で
き
る
も
の

だ
っ
た
。
菅
氏
の
発
言
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
本
稿

で
は
あ
ら
た
め
て
ナ
チ
ス
政
権
の
政
策
の
内
実
に
つ

い
て
検
討
し
て
み
た
。

　
私
が
専
門
的
に
研
究
し
て
き
た
も
の
の
一
つ
が
、

ド
イ
ツ
の
地
方
財
政
と
地
方
財
政
調
整
制
度
（
何
ら

か
の
形
で
自
治
体
間
の
財
政
力
格
差
を
是
正
し
よ
う

と
す
る
制
度
）
の
研
究
で
あ
る
。
私
が
大
学
院
生
の

時
に
は
、
ナ
チ
ス
政
権
の
初
期
（
初
期
ナ
チ
時
代
）

に
政
権
が
安
定
し
て
い
た
理
由
に
強
い
関
心
を
抱
き
、

そ
の
理
由
を
地
方
財
政
面
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と

考
え
て
い
た
。

　
ワ
イ
マ
ー
ル
期
に
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た

け
れ
ど
も
解
決
に
至
ら
な
か
っ
た
問
題
が
多
数
あ
り
、

そ
の
課
題
解
決
が
ナ
チ
ス
政
権
初
期
に
有
能
な
官
僚

の
知
識
と
洞
察
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
が
い
く

つ
か
存
在
し
た
。
例
え
ば
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
に
自
治

体
（
市
町
村
）
間
の
財
政
力
格
差
が
拡
大
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
地
方
財
政
調
整
に
批
判
的
も
し
く
は
消

極
的
な
大
都
市
や
政
党
の
力
が
強
か
っ
た
た
め
、
地

方
財
政
調
整
は
暫
定
的
、
非
体
系
的
な
も
の
に
と
ど

ま
り
、
本
格
的
な
地
方
財
政
調
整
制
度
が
創
設
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
都
市
は
基
幹
と
な
る

税
（
所
得
税
付
加
税
）
を
求
め
た
が
、
国
の
譲
与
税

に
依
存
す
る
州
財
政
や
経
済
的
に
弱
い
自
治
体
へ
の

配
慮
が
重
視
さ
れ
た
た
め
実
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
し
た
の
が
、
一
九
二
五

年
か
ら
一
九
二
九
年
ま
で
大
蔵
次
官
を
務
め
た
ヨ
ハ

ネ
ス
・
ポ
ー
ピ
ッ
ツ
（Johannes Popitz

）
だ
っ

た
。
ポ
ー
ピ
ッ
ツ
は
地
方
財
政
調
整
の
重
要
性
を
認

識
し
、
ナ
チ
ス
政
権
誕
生
前
の
一
九
三
〇
年
に
、
本

格
的
な
地
方
財
政
調
整
制
度
（
財
政
交
付
金
制
度
）

と
市
町
村
独
立
税
の
新
設
を
構
想
し
た
。
そ
し
て
、

財
政
交
付
金
制
度
は
ポ
ー
ピ
ッ
ツ
が
ナ
チ
ス
政
権
の

大
蔵
大
臣
（
プ
ロ
イ
セ
ン
州
大
蔵
大
臣
）
に
就
任
後

の
一
九
三
八
年
に
創
設
さ
れ
、
ま
た
、
ポ
ー
ピ
ッ
ツ

は
所
得
税
付
加
税
の
導
入
に
は
反
対
だ
っ
た
が
、
一

九
三
六
年
に
物
税
改
革
を
行
っ
て
物
税
の
市
町
村
独

立
税
化
を
実
現
さ
せ
た
。
こ
の
二
つ
の
制
度
の
実
現

に
は
州
の
脆
弱
化
と
、
都
市
や
政
党
の
地
方
財
政
調

整
へ
の
反
発
の
抑
制
が
必
要
だ
っ
た
が
、
実
際
、
こ

れ
ら
を
伴
い
な
が
ら
政
府
間
財
政
関
係
（
州

－

自
治

体
間
）の
改
革
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
ワ
イ
マ
ー
ル
期
に
顕
在
化
し
て
い
た
自
治
体
間
の

財
政
力
格
差
の
是
正
は
ワ
イ
マ
ー
ル
期
に
は
で
き
な

か
っ
た
。長
い
間
懸
案
だ
っ
た
財
政
力
格
差
是
正
は
、

ポ
ー
ピ
ッ
ツ
が
一
九
三
八
年
に
地
方
財
政
調
整
制
度

を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
応
の
解
決
が
図

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
地
方
財
政
調
整
制
度
自
体
は
ナ
チ
ス
政
権

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
政
策
と
い
え
る
も
の
で
は
決
し
て

な
く
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
地
方
財
政
調
整
に
つ
い

て
の
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
た
官
僚
が
つ
く
り
あ
げ

た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
ポ
ー
ピ
ッ
ツ
の
地
方
財
政
調
整

制
度
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
の
政
府
間
財

政
関
係
（
州

－

自
治
体
間
）
に
強
い
影
響
力
を
持
ち

続
け
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
ポ
ー
ピ
ッ
ツ
は
熱
心
な
ナ
チ
ス
信
奉
者
で

は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
一
部
の
国
防
軍
将
校

ら
と
一
緒
に
ヒ
ト
ラ
ー
暗
殺
計
画
に
加
わ
っ
た
。
だ

が
、ヒ
ト
ラ
ー
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
逮
捕
さ
れ
、

即
刻
処
刑
（
死
刑
）
さ
れ
た
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
日
本
の
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
み

れ
ば
、
そ
の
原
型
は
一
九
四
〇
年
の
地
方
分
与
税
制

度
に
求
め
ら
れ
る
。
地
方
分
与
税
制
度
も
日
本
型

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
な
せ
る
業
で
は
決
し
て
な
く
、
第
一

次
大
戦
後
に
顕
在
化
し
た
自
治
体
間
の
財
政
力
格
差

是
正
に
一
九
二
〇
年
代
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
三
好

重
夫
、
永
安
百
治
ら
内
務
官
僚
の
着
実
な
仕
事
の
産

物
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
地
方
分
与
税
制
度
は

第
二
次
大
戦
後
の
地
方
交
付
税
制
度
に
つ
な
が
っ
て

い
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
三
好
重
夫
か
ら
始
ま

り
、
荻
田
保
、
柴
田
譲
、
奥
野
誠
亮
、
石
原
信
雄
ら

に
つ
な
が
る
地
方
交
付
税
に
か
か
わ
る
官
僚
の
系
譜

に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
（
詳
細
は
拙
著
『
ド
イ
ツ

地
方
財
政
調
整
制
度
の
歴
史
と
特
質
』、
同
文
舘
出

版
、
二
〇
二
〇
年
一
月
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
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